
 

  

 

 

 

 

 

 

前号は、自己 PR の基礎知識をご紹介しました。応募企業が求める人物像・能力とマッチした自分の

強みは見つかりましたか？ 

次のステップとして、見つけた強みを「どう書いたらいいの？」と困惑される方も多いのではないで

しょか？ そこで今号は、自己 PR の役割と強みの具体的な書き方についてご紹介します。 

 

■自己 PR の役割 

自己 PR の役割は、企業の求める能力に合ったあなたの強みで「何ができるか」「どうしていきたいか」

を採用担当者に具体的にわかりやすく伝えることす。 

「○○を学んだ」「○○を知っている」「○○の資格がある」「○○の能力がある」は、誰でも書けま

す。自己 PR は、あなたの仕事上の良さを最もアピールする場所です。 

◆採用担当者の視点 

①その強みで 

「何ができるのか」 

「本当にこの企業にマッチした強みなのか」 

「その強みを仕事にどう活かせるのか」 

②「どういう人柄なのか」 

 

■あなたの強みを応募企業が見てイメージがわくような、具体的な表現に書き変えてみましょう 

＜例 1＞ 選んだ強み⇒「私の強みはコミュニケーション能力です。」 

             

 

 

 

 

（≪採用担当者の評価≫ 

お客様の要望をつかむという明確な目的を持ちお客様と上手くコミュニケーションをとって 

いるイメージが湧き、仕事に対する熱心な姿勢、人柄が伝わる。 

 

採用担当者は、お客様と上手くコミュニケーションしている場面をどうしてイメージできたのでしょ

うか？ 
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具体的な表現に変化 

お客様との雑談の中からお客様の要望をくみとり、お客様に喜ばれる提案ができます。 

 

 



具体的な表現に変換 

例えば 

この文章を 5 つの W「When：いつ」「Where：どこで」「Who：だれが」「What：何を」 

「Why：なぜ」と 1 つの H「How：どのように」に沿って整理してみましょう。 

① （When：いつ）⇒雑談の時 

② （Who：誰と）⇒お客様と 

③ （Where：どこで）⇒雑談の場所で 

④ （What：何を）⇒お客様の要望をくみ取った提案を 

⑤ （Why：なぜ）⇒お客様に喜んでいただきたいから 

⑥ （How：どのように）⇒お客様の要望をつかむという明確な目標を持ちお客様  

             との雑談を大切にすることによって 

※このように必要な情報が入ると誰もがイメージし易くなります。 

＜例２＞選んだ強み⇒「私は、効率よく臨機応変に行動できます。」 

 

 

食事準備は 30 分、その時間内で、子どもたちの口から「おいしい」を連発させる料理を提供するこ

とが得意です。常に調理情報を取り入れ、日々心掛けていることは、作業時間や動線に無駄が出ないよ

うに台所の整理整頓をすることと食品ロスを出さないための在庫管理です。 

上記の文章を 5W1H に沿って整理してみましょう。 

① （When：いつ）⇒ 

② （Who：誰と）⇒ 

③ （Where：どこで）⇒ 

④ （What：何を）⇒ 

⑤ （Why：なぜ）⇒ 

⑥ （How：どのように）⇒ 

※どういう人柄や思いをイメージできましたか？ 

★ワンポイントアドバイス★ 

5W1H とは、「When：いつ」「Where：どこで」「Who：だれが」「What：何を」「Why：なぜ」「How：どのよう

に」といった英単語の頭文字をとったものです。伝えたいエピソードをこの要素に沿って書いてみると

イメージし易く、内容が具体的に整理することができます。さらに、「会話文」が入ると、情景が浮か

んできますね。 

必ずしも 5W と 1H を用いなくても不要な情報の場合は省いても構いません。参考にしてみてください。 
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